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会
長

今
林

久

「

ご
挨
拶

」

ご
あ
い
さ
つ
の
前
に
、
去
る
二
月
十
八
日
に
八
十
七
才

で
御
逝
去
さ
れ
た
、
元
福
岡
県
水
難
救
済
会
会
長
の
伊
豆

善
也
先
生
の
御
霊
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

先
生
は
、
本
県
水
難
救
済
会
の
中
興
の
祖
と
も
い
う
べ

き
功
績
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
、

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

さ
て
、
私
は
昨
年
五
月
、
井
手
会
長
の
あ
と
を
受
け
、

本
会
の
会
長
を
拝
命
し
ま
し
た
、
今
林
久
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
会

活
動
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
さ
れ
、
献
身
的
な
救
助
活
動
に

あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

海
洋
国
家
で
あ
る
我
が
国
に
於
い
て
は
、
い
つ
何
時
海

難
事
故
や
、
水
難
事
案
が
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

常
に
事
態
に
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
会
会
長
に
就
任
し
て
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い
る
今
、

思
い
ま
す
こ
と
は
、
本
会
の
活
性
化
、
本
会
基
盤
の
確
立
、

事
故
に
対
す
る
初
期
対
応
の
あ
り
方
、
等
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
会
員
の
皆
様
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
任
務
を
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、

海
上
保
安
庁
を
始
め
、
福
岡
県
、
各
市
町
村
、
関
係
団
体

の
ご
指
導
と
ご
支
援
が
必
要
で
す
。
今
後
共
宜
し
く
お
願

い
し
、
挨
拶
に
か
え
ま
す
。

芥屋救難所に日本水難救済会長より感謝状・楯が贈呈されました

芥屋救難所の海難救助活動が表彰されました。
平成２８年４月１０日午後１０時頃、糸島市芥屋海水浴場において、
シーカヤックが転覆し漂流中の男性がいる旨の通報とともに、救助出
動要請を唐津海上保安部及び糸島消防署から受けるや直ちに、所属救
助船朝日丸、天神丸、玄界丸の３隻に総員１２名の所属救助員が分譲
して出動し、夜間の浅瀬における捜索を敢行し、同日午後１１時１９
分頃、付近沖合にて救助船朝日丸が漂流中の男性及びシーカヤックを
発見し、漂流者を無事救助するとともに、シーカヤックを芥屋漁港ま
で曳航し救助を完遂されました。

大岳救難所 藤家 敏行 救助員が福岡海上保安部長表彰を受けました

平成２９年２月９日大岳救難所、藤家救助員の功績が表彰されま
した。平成２３年の大岳救難所発足以来、海難救助に対する強い使
命感により、マリンレジャーシーズンの土日祭日に欠かすことなく、
自宅から遠方にある救難所に通い６年間で合計２２９日不測の事態
に備え即応体制をとられました。その功績はまことに顕著でありま
す。
大岳救難所では｢守護神｣とし、藤家さんがいるときはなぜか海難

事故が起こらず、出動回数は少ないのだそうです。これからも海の
守護神として活動をがんばってください。



２８年４月から２９年２月現在で皆様よりお寄せ頂いた募金額は、一般募金が２,４７６,０８３円、
支援自販機からの募金が３,１７１,４４２円 合計で５,６４７,５２５円となりました。
下記は内訳です。ご協力誠にありがとうございました。

２８年度青い羽根募金
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取付けにご協力頂いた自販機の売上げの一部は、設置団体様のご厚意により青い羽根募金として
受け入れさせて頂いております。また設置により広報活動へも役立ち、青い羽根募金の認知向上にも
繋がります。 自販機設置にご協力お願いします。

新宮相島漁協

海の日ボートフェスタ２０１６

法 人 寄 付 ３５，０００ 賛 助 会 員 １４９，５５５

福 岡 県 庁 ２４２，９４５ 福 岡 教 育 庁 １４，０００

県 警 察 本 部 ３０２，５５０ 市 町 村 ４１６，２９３

海 上 保 安 部 １８，８６７ 自 衛 隊 ７２６，８０６

消 防 （ 局 ） 本 部 ２８７，０９０ 会 員 そ の 他 ２８２，９７７

設置先名称 所在地・区分 設置時期

新宮相島漁協 糟屋郡新宮町・公共 H28.7

若築建設
リビオ鉄王現場 他４ヶ所

各現場・作業所・民間 各現場
終了まで

若築建設
築上建築作業所
八幡東ﾜﾀｷｭｰｾｲﾓｱ建築作業所

各作業所・民間
H29.3～
各作業所
終了まで

募 金 使 途 内 容
① 人命救助訓練経費 ４３８,７８８円
② 救助用物品等購入費 ４,０７１,２４８円
③ 募金活動資材費 ２１７,７０８円
④ 表彰費 １７８,４３７円
⑤ 活動推進費 ９７,５０６円
⑥ 水難救済推進事業費 ２００,６４６円

募 金 額

一般募金 ２，４２２，６８７ 円

支援自販機 ２，７８１，６４６ 円

合 計 ５，２０４，３３３ 円

２７年４月から２８年３月末日現在で、皆様よりお寄せ頂いた募金総額は、５，２０４，３３３円となりました。
この募金は、海で遭難した人々の救助活動にあたるボランティアの方々を支援するための募金です。
下記は内訳です。ご協力誠にありがとうございました。

「博多どんたく港祭り」
巡視船「やしま」体験航海 船上にて
１日間の募金活動 ５月４日 ２０，０５０円

「海の日ポートフェスタ２０１６」
巡視船「らいざん」一般公開 福岡市博多区中央ふ頭にて
１日間の募金活動 ７月２０日 １９，７２７円

☆コカ・コーラウエスト(株)様の協賛によりチャリティ募金を行いました☆

青い羽根募金２７年度実績
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青い羽根募金団体表彰

陸自 飯塚駐屯地 様

陸自 小郡駐屯地 様

陸自 福岡駐屯地 様

陸自 久留米駐屯地 様

空自 築城基地 様空自 芦屋基地 様

大牟田市 様

空自 春日基地 様添田町 様

若築建設九州支店 様

鶴丸海運 様 陸自 小倉駐屯地 様

久留米広域消防本部 様

陸自 幹部候補生学校 様

大野城市 様

１．日本水難救済会会長感謝状 贈呈団体様（順不同）
・航空自衛隊 芦屋基地 様 ・航空自衛隊 築城基地 様 ・陸上自衛隊久留米駐屯地 様
・宗像市 様 ・陸上自衛隊 福岡駐屯地 様 ・若築建設(株) 九州支店 様

２．福岡県水難救済会会長感謝状 贈呈団体様（順不同）
・航空自衛隊 春日基地 様 ・添田町 様 ・陸上自衛隊 小郡駐屯地 様 ・大牟田市 様 ・糸島市 様
・陸上自衛隊 幹部候補生学校 様 ・大野城市 様 ・筑紫野市 様 ・久留米広域消防本部 様
・鶴丸海運株式会社 様 ・陸上自衛隊 飯塚駐屯地 様 ・陸上自衛隊 小倉駐屯地 様

宗像市 様

筑紫野市 様

糸島市 様



多年にわたり水難救済思想の普及事業を推進し水難
救済業務の発展に尽力した等の功績が称えられ、海上
保安庁長官表彰を受賞しました。
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平成２８年１０月１２日、大岳救難所において、新型ジェット救助艇｢おおたけ２｣の引渡式を行いま
した。日本水難救済会、海上保安部をはじめ、たくさんの関係者の方々にご出席いただきました。
日本財団、日本水難救済会のご支援により大岳救難所に配置することができました。
式典の後に、第七管区海上保安本部福岡航空基地の救助ヘリと合同で溺者救助の展示訓練も披露し、

より連結した海難救助を見ていただくことができました。

募金箱設置協力のお願いについて・・・
「青い羽根募金」は海上保安庁の指導により平成２５年に開始されましたが、まだまだ多くの方に認知されてい
ません。そればかりか毎年の募金は減少傾向にあり、状況は厳しくなる一方です。そこで福岡県内に募金箱を設
置させて頂ける場所の協力をお願いしております。海難救助は厳しい条件の中行われる為、効果的かつ安全な救
助活動を行うことができるよう救助員は、常日頃から組織的な訓練を行うとともに、ライフジャケット、ロープ
等の救助用資器材の整備、救助船の燃料等も必要となります。皆様からの情報提供をお待ちしております。


